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本
学
で
は
、
平
成
二
十
年
度
に
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
学
生
が
大
学
四
年
間
で
社

会
人
と
し
て
の
基
礎
力
を
身
に
つ
け
、

社
会
で
活
躍
で
き
る
人
と
な
れ
る
よ

う
、
適
時
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し

を
行
い
、
学
生
生
活
に
対
す
る
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
改
正
で
は
、
広
範
な
入
学

者
の
多
様
な
学
生
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
す
る
た
め
、
一
般

教
養
科
目
、
経
済
学
お
よ
び
経
営
学
の

専
門
教
育
科
目
、
そ
し
て
キ
ャ
リ
ア
支

援
科
目
に
つ
い
て
、
大
幅
な
見
直
し
と

拡
充
を
図
り
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な

知
識
・
能
力
・
態
度
が
身
に
つ
け
ら
れ

る
よ
う
数
多
く
の
授
業
科
目
を
開
講
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

授
業
科
目
は
、
原
則
と
し
て
、
前
期

ま
た
は
後
期
の
半
期
で
修
了
し
ま
す
。

こ
の
結
果
、
前
期
に
学
び
、
更
に
後
期

も
同
じ
科
目
を
続
け
て
履
修
す
る
こ
と

も
、
ま
た
、
後
期
は
、
前
期
と
別
の
科

目
を
履
修
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
と

な
り
、
授
業
科
目
の
選
択
幅
を
大
き
く

広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

必
修
科
目
は
で
き
る
だ
け
少
な
く
、

幅
広
い
選
択
科
目
を
設
け
、
学
生
の

様
々
な
希
望
、
能
力
、
進
路
に
あ
わ
せ

て
自
由
に
選
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
学
生
が
自
分
の
将
来
進
路

に
必
要
な
授
業
科
目
は
ど
れ
を
選
択
履

修
す
れ
ば
良
い
の
か
の
目
安
、
履
修
モ

デ
ル
を
示
し
、
履
修
科
目
選
択
の
参
考

に
資
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
学
習
支
援
を
行
う
「
進
路
支
援
講

座
」
と
一
緒
に
受
講
す
る
こ
と
で
、
学

生
が
よ
り
高
い
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
涵
養

す
る
と
と
も
に
希
望
す
る
職
業
に
就
職

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

専
門
分
野
の
知
識
と
能
力
を
高
め

る
た
め
の
専
門
演
習
は
、
二
年
次
後
期

か
ら
四
年
次
ま
で
、
す
べ
て
の
学
生
が

学
ぶ
べ
き
必
修
科
目
で
す
が
、
こ
の
四

年
次
演
習
を
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
新
た
に
、
よ
り
高
度
な
専
門
的
知

識
を
深
く
掘
り
下
げ
て
学
び
た
い
学

生
の
知
的
欲
求
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

三
・
四
年
次
に
「
特
別
演
習
」
を
開
講
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
演
習
の
履
修
に
よ

り
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生
が
「
学
問
」

の
奥
深
さ
や
楽
し
さ
、
さ
ら
に
喜
び
に

触
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

成
績
評
価
は
、
従
来
、
優
・
良
・
可

の
三
区
分
で
し
た
が
、
優
の
区
分
を
二

区
分
し
、
秀
・
優
・
良
・
可
の
四
区
分

評
価
に
変
更
し
ま
す
。
こ
の
結
果
、
よ

り
き
め
細
か
な
成
績
評
価
（
評
語
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
学
業
の

達
成
度
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
他
、
一
般
教
養
科
目
に
配
属

さ
れ
て
い
る
広
範
な
科
目
を
年
次
に
関

わ
ら
ず
い
つ
で
も
学
べ
る
よ
う
、
進
級

要
件
の
廃
止
や
卒
業
見
込
証
明
書
の
発

行
要
件
の
変
更
な
ど
、
よ
り
学
び
や
す

い
シ
ス
テ
ム
に
改
め
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
一
年
次
生
全
員
に
対
し

て
、
後
期
開
始
時
に
、
後
期
の
履
修
と

学
生
生
活
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
す
る

た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
全
員
に
対
す
る
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
単
位
取
得

や
勉
強
の
仕
方
、
学
業
と
ア
ル
バ
イ
ト

の
両
立
の
悩
み
な
ど
、
個
々
の
学
生
に

対
し
て
、
教
務
部
お
よ
び
学
生
部
の
教

員
と
事
務
局
職
員
が
個
別
に
面
談
を
行

い
、
今
後
の
履
修
や
学
生
生
活
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生

本
人
の
み
な
ら
ず
ご
父
母
も
、
一
人
で

問
題
を
抱
え
込
ま
ず
に
、
窓
口
に
早
く

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
解
決
の

た
め
に
考
え
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

学
生
部
と
し
て
は
、
例
年
通
り
学
生

支
援
に
専
念
し
て
お
り
ま
す
。
後
期
の

活
動
と
し
て
は
、
奨
学
金
業
務
、
大
学

祭
支
援
、マ
ナ
ー
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

来
年
度
へ
の
準
備
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
に
関

し
ま
し
て
は
、
先
日
追
加
募
集
が
あ

り
、
三
名
の
学
生
の
追
加
登
録
を
行
い

ま
し
た
。
毎
年
、
経
済
的
事
由
に
よ
り

退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
学
生
が
お
り

ま
す
が
、
奨
学
金
を
も
ら
え
て
い
れ
ば

彼
ら
の
人
生
も
変
わ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
も
し
経
済
的
悩
み
を
抱
え
て
い

る
場
合
に
は
、
学
生
部
も
し
く
は
学
務

課
に
御
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
去
る
十
月
二
十
五
日(

土)

、

十
月
二
十
六
日(

日)

に
は
大
学
祭
が

行
わ
れ
、
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

ご
関
係
の
皆
様
、
お
よ
び
ご
来
場
の
皆

様
に
は
、
紙
面
を
も
ち
ま
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
大
学
祭
実
行

委
員
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
た
学
生
の

皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
勉
学

に
忙
し
い
中
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
本

学
は
小
さ
な
大
学
で
す
か
ら
、
そ
の
分

大
学
祭
も
他
大
学
と
比
べ
小
規
模
に
な

ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
大

学
祭
は
大
学
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

格
好
の
行
事
で
す
か
ら
、
大
学
祭
支
援

は
学
生
部
の
主
要
な
業
務
の
一
つ
で
あ

り
、
今
後
も
も
っ
と
規
模
・
内
容
を
充

実
さ
せ
る
べ
く
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
マ
ナ
ー
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
マ
ナ
ー
違
反
者

が
後
を
絶
た
ず
、
今
年
は
毎
月
実
施
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
も
分

煙
制
度
が
十
分
認
知
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
な
の
で
、
喫
煙
エ
リ
ア
を
も
っ
と
明

確
化
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
最

悪
の
場
合
に
は
、
学
内
全
面
禁
煙
と
せ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
喫
煙
者
は
マ
ナ
ー

を
守
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
夏
、
千
葉
市
主
催
の
「
親

子
三
代
夏
祭
り
」
に
学
生
指
導
員
十
一

名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
。彼
ら
か
ら
は「
参
加
し
て
よ
か
っ

た
」
と
い
う
感
想
を
得
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
も
ち
ろ
ん
本
人
の

自
発
性
か
ら
始
ま
る
も
の
で
す
が
、
学

生
支
援
の
一
環
と
し
て
、
学
生
部
と
し

て
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
春
、
稲
毛
海
岸
で
「
新

入
生
歓
迎
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
そ
ろ

そ
ろ
、
来
年
度
の
新
入
生
歓
迎
会
に
つ

い
て
検
討
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
入
学
し
て
く
る
学
生
た
ち
が
本

学
の
大
学
生
活
に
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
き
る
よ
う
、
学
生
部
も
一
丸
と
な
っ

て
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

千
葉
県
は
、
県
内
私
立
大
学
間
の
連

携
が
図
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
、
各

大
学
に
お
い
て
学
生
指
導
・
学
生
支
援

を
専
門
に
扱
っ
て
い
る
「
学
生
部
」
の

連
携
は
、
全
国
的
に
見
て
も
高
い
水
準

に
あ
り
ま
す
。

　

千
葉
県
で
は
、
県
内
私
立
大
学
で
学

生
指
導
・
学
生
支
援
を
担
当
す
る
教
職

員
の
研
修
会
「
千
葉
県
私
立
大
学
学
生

支
援
研
究
協
議
会
」
を
年
に
二
回
開
催

し
、
各
大
学
に
お
け
る
学
生
指
導
・
学

生
支
援
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
研
修
会
と
は
別
に
、
日

常
、
学
生
指
導
・
学
生
支
援
を
現
場
で

担
当
し
て
い
る
職
員
を
中
心
と
し
た
研

修
会
「
実
務
担
当
者
研
修
部
会
」
を
年

一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
実
務
担
当
者
研
修
部
会
」
も

今
年
度
で
第
十
五
回
を
迎
え
、
今
年
度

は
九
月
十
二
日
（
金
）
に
本
学
で
開
催

さ
れ
、
参
加
大
学
二
十
五
大
学
、
五
十

名
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
部
会
で
は
、
本
学
に
お
け
る
事

例
発
表
、
グ
ル
ー
プ
討
議
・
情
報
交
換

を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
本
学
の
事
例
発
表
と
し
て
、

学
生
支
援
の
観
点
か
ら
、
今
年
度
か
ら
新

し
く
試
み
を
行
っ
た
「
学
生
指
導
員
制

度
」
と
全
国
的
に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
「
初
年
次
教
育
・
離
学
対
策
」
の
二
点

に
つ
い
て
、
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
・
情
報
交
換
で
は
、

参
加
者
を
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

「
保
護
者
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
」

を
共
通
テ
ー
マ
と
し
、
班
ご
と
に
奨
学

金
関
係
、
マ
ナ
ー
指
導
関
係
、
課
外
活

動
関
係
、
大
学
祭
関
係
、
新
入
生
歓
迎

行
事
、
学
生
支
援
シ
ス
テ
ム
・
支
援
体

制
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
そ
の

テ
ー
マ
が
抱
え
る
指
導
上
の
問
題
点

や
、
そ
の
解
決
方
法
、
各
大
学
の
取
組

み
な
ど
を
披
露
し
あ
い
、
活
発
な
情
報

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
研
修
部
会
で
は
、
大

学
は
異
な
る
も
の
の
、
参
加
者
は
、
日

常
現
場
で
学
生
指
導
・
学
生
支
援
を
専

門
に
担
当
し
て
い
る
方
々
ば
か
り
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
本
学
の
学
生
の
活
躍

ぶ
り
も
見
て
い
た
だ
き
た
く
、
研
修
会

運
営
に
お
い
て
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し

て
学
生
指
導
員
を
登
用
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
課
外
活
動
団
体
に
も
協
力
い
た

だ
き
、
華
道
部
に
は
、
研
修
会
会
場
と

受
付
に
生
花
を
、
茶
道
部
に
は
、
昼
食

後
に
お
茶
の
お
点
前
を
、
吹
奏
楽
部
に

は
、
懇
親
会
時
に
歓
迎
演
奏
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
参
加
者
か
ら
、
本
学
で
の
開

催
に
お
い
て
、研
修
部
会
だ
け
で
な
く
、

生
き
生
き
と
し
た
学
生
の
活
躍
ぶ
り
が

見
れ
た
こ
と
や
、
本
学
教
職
員
と
と
も

に
学
生
が
参
加
者
を
歓
迎
し
て
く
れ
た

こ
と
に
、「
千
葉
経
済
大
学
は
元
気
が

あ
り
、
温
か
い
大
学
」
で
あ
る
と
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
学
全
入
時
代
を
迎
え
、
千
葉
県

内
の
大
学
も
入
学
者
の
確
保
に
向
け
、

様
々
な
教
育
展
開
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
各
大
学
、
競
争
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い
く
学
生
を

い
か
に
育
て
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は

共
通
な
課
題
で
す
。
こ
の
共
通
課
題
に

向
け
て
今
後
も
県
内
大
学
間
の
連
携
を

密
に
し
て
、
相
互
間
の
発
展
が
築
け
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

時　間 内　　　　　容 会場

10：00 〜
10：30 〜

受付（30 分）
１号館
エレベータ前

10：30 〜
11：00 〜

開会式（30 分）
○千葉経済大学学生部長挨拶：鑰山　徹
○千葉県私立大学学生支援研究協議会会長挨拶：
　遠藤　茂勝
○オリエンテーション

２０５
（大会議室）

11：00 〜
11：20 〜

やわらか頭を育む（サラリーマン川柳）＜ 20 分＞
２０５

（大会議室）

11：20 〜
12：00 〜

千葉経済大学における事例発表（40 分）
○学生指導員制度について
○初年次教育・離学対策について

２０５
（大会議室）

12：00 〜
13：00 〜

昼食・休憩（１時間）

13：00 〜
13：30 〜

キャンパスツアー（30 分）
＜ 205 大会議室からスタート＞

13：30 〜
16：30 〜

グループ討議・情報交換（３時間：班毎に途中休憩）

５階演習室全 班
共 通
テ ー マ

保護者との関わりについて

A 班
○奨学金に関する様々な問題について
○学生マナー指導について

A１… 503

A２… 507

B 班
○課外活動の活性化について
○大学祭の活性化について

B１… 504

B２… 508

C 班
○新入生歓迎行事について
　（オリエンテーションキャンプ、フレッシュマンキャンプなど）

○学生支援システム・支援体制について
５０９

16：30 〜
17：00 〜

全体会（30 分）
○各グループからの報告・まとめ
○閉会の辞

２０５
（大会議室）

17：00 〜
18：20 〜

懇親会（80 分） 学生ホール

18：20 〜
18：30

閉会式（10 分）
○閉会の辞：千葉経済大学学務課長：久保　寛
○次回当番校挨拶：和洋女子大学

学生ホール

■日　時：平成 20 年 9 月 12 日（金）　10：00 〜 18：30
■会　場：千葉経済大学

■プログラム



　2008年��月１日  第4�号（2）The  Chiba  Keizai  Univ.

　

今
年
の
夏
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

十
八
名
の
学
生
（
三
年
生
）
が
参
加
し

ま
し
た
。
そ
し
て
十
月
九
日
、
在
学
生

お
よ
び
教
職
員
の
前
で
体
験
発
表
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

実
習
先
は
民
間
企
業
が
十
二
社
、
公

的
機
関･

他
（
市
役
所
・
区
役
所
、
財

団
法
人
）
が
三
機
関
の
合
計
十
五
ヶ
所

で
し
た
。
実
習
期
間
は
夏
休
み
期
間
中

の
五
日
〜
十
日
間
で
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
に

際
し
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
等

の
事
前
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

体
験
発
表
会
で
は
①
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
目
的
、
②
実
習
で

勉
強
に
な
っ
た
こ
と
、
③
こ
の
体
験
を

就
職
活
動
に
ど
の
よ
う
に
活
か
す
か
、

等
に
つ
い
て
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

発
表
内
容
で
、「
参
加
目
的
」
に
つ

い
て
は
「
自
分
が
希
望
し
て
い
る
業
界

や
会
社
を
実
際
に
見
て
み
た
い
」、「
社

会
人
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
何
か
知
り

た
い
」、「
企
業
が
求
め
る
人
材
と
は
ど

ん
な
人
か
知
り
た
い
」「
自
分
に
合
っ

た
職
業
は
何
か
知
り
た
い
」
な
ど
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た「
実
習
で
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
」

に
つ
い
て
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
大
切
さ
」、「
社
会
人
と
し
て

の
マ
ナ
ー
の
大
切
さ
」、「
自
ら
積
極
的

に
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」、「
他
校

の
学
生
の
考
え
方
」
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
こ
と
で
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
参
加
し
た
学
生
の
ほ
ぼ

全
員
が
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

し
て
よ
か
っ
た
。
学
校
で
は
学
べ
な
い

こ
と
を
学
べ
た
。
こ
の
実
習
で
得
た
も

の
を
今
後
の
就
職
活
動
に
役
立
て
て
い

き
た
い
。」
と
の
感
想
で
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
体
験
を
活
か
し
て
今
後

の
就
職
活
動
を
積
極
的
に
頑
張
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
就
職
部
の
教
職
員
が
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
企
業･

機
関
に
お
礼
訪
問
し
た
際
、
受
け
入
れ

先
の
方
か
ら
「
千
葉
経
済
大
学
の
学
生

は
他
校
に
比
べ
、
意
欲
が
高
く
頑
張
っ

て
い
る
」
と
の
評
価
を
頂
き
、
学
生
が

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知

り
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
社
会
・
会
社
・

仕
事
な
ど
を
理
解
し
、
自
分
の
進
路
を

決
定
す
る
上
で
大
切
な
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
来
年
度
は
さ
ら
に
多
く
の
学
生
が

参
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
実
習
先
）

・
イ
オ
ン
㈱
ジ
ャ
ス
コ
鎌
取
店　

・
イ
オ
ン
㈱
ジ
ャ
ス
コ
マ
リ
ン
ピ
ア
店

・
ア
デ
コ
㈱

・
リ
コ
ー
販
売
㈱

・
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
千
葉
㈱

・
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
千
葉
㈱

・
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
千
葉
㈱

・
千
葉
中
央
会
計
事
務
所

・
プ
ラ
ム
シ
ッ
ク
ス
㈱

・
京
成
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
千
葉

支
店

・
世
広
㈱

・
ち
ば
ぎ
ん
総
合
研
究
所

・（
財
）ち
ば
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー

・
江
戸
川
区
役
所

・
千
葉
市
役
所

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
始
ま
る
前
、

今
ま
で
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
う
も
の
を
体

験
し
た
こ
と
が
な
い
私
は
働
く
と
い
う

こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
全
く
イ

メ
ー
ジ
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
私
は
将

来
レ
コ
ー
ド
業
界
に
進
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
今
の
自
分
に
は
何
が
必
要
か

を
少
し
で
も
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
よ

う
と
決
め
ま
し
た
。

　

今
回
私
は
「
ア
デ
コ
株
式
会
社
」
と

い
う
人
材
派
遣
会
社
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
習
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
最

初
の
三
日
間
は
本
社
で
の
研
修
、
そ
の
後

三
日
間
ず
つ
千
葉
支
社
と
日
本
橋
支
社

で
の
実
習
を
行
い
、
最
終
日
は
再
び
本
社

で
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
成
果

報
告
と
い
う
こ
と
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
中
、
講
師
の
方
や
挨
拶
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
揃
っ
て
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
の
が
「
積
極
性
」
で
し

た
。
普
段
と
て
も
積
極
性
が
あ
る
と
は

言
え
な
い
性
格
の
私
に
と
っ
て
と
て
も

耳
の
痛
い
言
葉
で
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
を
機
に
自
分
を
変
え
る
の
も
良
い
だ

ろ
う
と
思
い
、
研
修
中
は
挙
手
制
で
順

番
を
決
め
る
時
に
は
な
る
べ
く
率
先
し

て
挙
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
緊
張
は

し
ま
し
た
が
、
失
敗
し
て
も
や
り
き
る

こ
と
、
そ
の
失
敗
を
次
に
ど
う
活
か
せ

ば
良
い
か
と
い
う
ふ
う
に
良
い
意
味
で

開
き
直
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
研
修
を
受
け
る
前
に
言
わ
れ
た
の

が
「
返
事
を
す
る
こ
と
」。
当
た
り
前

の
こ
と
な
が
ら
、
実
際
に
は
思
っ
て
い

る
以
上
に
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
普
段
か
ら
習
慣
付
け
て
お
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
、
そ
れ
と
同
時
に

相
手
の
話
を
き
ち
ん
と
聞
く
姿
勢
も
身

に
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

支
社
実
習
で
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か

ら
お
話
を
聞
い
た
り
、
実
際
派
遣
と
し

て
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ス
タ
ッ
フ
さ

ん
か
ら
仕
事
状
況
を
聞
い
た
り
、
一
日

中
営
業
の
方
に
同
行
し
て
い
ま
し
た
。

既
存
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
ス
タ
ッ
フ
さ

ん
方
は
、
営
業
の
方
を
と
て
も
信
頼
し

て
い
る
様
子
で
と
て
も
話
が
弾
ん
で
い

ま
し
た
。
後
で
聞
く
と
、
こ
こ
ま
で
信

頼
を
得
る
に
は
コ
ツ
コ
ツ
足
を
運
ぶ
と

い
う
よ
う
な
地
道
な
努
力
が
あ
る
か
ら

こ
そ
だ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

や
は
り
何
事
も
小
さ
な
努
力
の
積
み
重

ね
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
営
業

の
方
々
は
、
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
皆

さ
ん
が
私
に
「
人
材
派
遣
は
楽
し
い
仕

事
」
だ
と
言
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ

の
言
葉
を
聞
い
て
私
は
こ
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
、
働
く
こ
と
は
大
変
で
は

あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
に
遣
り
甲

斐
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
の
だ
ろ

う
な
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
就

職
活
動
で
私
も
そ
ん
な
遣
り
甲
斐
を
得

ら
れ
る
仕
事
に
就
け
る
よ
う
納
得
の
い

く
ま
で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
ま
た
当
た
り
前
の
事
を
当
た
り
前

に
で
き
る
よ
う
普
段
か
ら
も
心
掛
け
、

実
践
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

私
は
八
月
二
十
日
か
ら
十
日
間
、

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
千
葉
㈱
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
の

は
「
会
社
で
働
い
て
い
る
人
達
の
現
場

を
実
際
に
見
て
み
た
い
」
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
ま
だ
就
職
活
動
に
つ
い
て
深

く
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
い

ろ
い
ろ
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
本
社

実
習
四
日
、
店
舗
実
習
五
日
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

応
募
に
際
し
て
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
の
提
出
、
そ
の
後
面
接
が
あ
り
、
本

番
の
就
職
活
動
に
向
け
て
よ
い
練
習
に

な
り
ま
し
た
。

　

本
社
で
は
マ
ナ
ー
講
座
や
自
動
車
業

界
の
現
状
な
ど
の
話
を
聞
き
、
さ
ら
に

ネ
ッ
ツ
タ
ウ
ン
新
港
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。
実
際
に
働
い
て
い
る
人
達
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
と
て
も
よ

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
本
社
実
習
で

は
ど
ん
な
こ
と
に
で
も
自
分
の
意
見
を

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

他
に
も
「
ミ
ス
テ
リ
ー
シ
ョ
ッ
パ
ー
」

と
い
っ
て
社
員
の
研
修
生
が
行
う
こ
と

も
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た

他
校
の
学
生
も
た
く
さ
ん
い
て
、
い
ろ

ん
な
話
が
で
き
て
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　

店
舗
実
習
で
は
開
店
準
備
や
朝
礼
か

ら
、
お
客
様
の
お
出
迎
え
・
お
見
送
り
、

商
談
見
学
、
査
定
見
学
、
洗
車
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
本
社
の
人
に
「
指
示
待

ち
人
間
に
な
る
な
」
と
い
う
ア
ド
ア
イ

ス
を
貰
っ
て
い
た
の
で
初
め
か
ら
積
極

的
に
行
動
し
ま
し
た
。
普
段
は
あ
ま
り

積
極
的
に
行
動
で
き
る
ほ
う
で
は
な
い

の
で
、
意
識
し
て
積
極
的
に
行
動
す
る

こ
と
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。
ま
た

営
業
の
人
に
同
行
し
て
傍
ら
で
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に

仕
事
を
進
め
て
い
る
の
か
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
実
際
に
仕
事
を

し
て
い
て
苦
労
し
た
こ
と
、
感
動
し
た

こ
と
、
や
り
が
い
を
感
じ
た
こ
と
な
ど

色
々
な
話
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

実
際
の
お
店
は
社
員
全
員
が
一
丸
と

な
っ
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
車
と
は
決

し
て
安
い
買
い
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
客
様
に
安
心
し
て
車
を
買
っ
て
貰
え

る
よ
う
に
分
か
り
や
す
く
、
ど
ん
な
小

さ
な
疑
問
に
も
答
え
て
い
る
姿
に
社
会

人
と
し
て
の
姿
勢
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
車
と
は
買
っ
て
貰
っ
て
か

ら
始
ま
る
」
と
本
社
の
人
が
言
っ
て
い

ま
し
た
。
店
舗
実
習
で
は
お
店
と
お
客

様
の
深
い
繋
が
り
も
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
企
業
に
は
そ
れ
ぞ
れ
企
業

理
念
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
理
念

の
も
と
会
社
一
体
と
な
っ
て
働
い
て
い

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
社

会
人
に
な
る
た
め
の
心
構
え
や
姿
勢
を
、

社
員
の
人
達
が
実
際
に
働
い
て
い
る

現
場
を
見
る
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
積
極
的
に
行
動
し
、
ど

ん
な
些
細
な
こ
と
に
も
自
分
の
意
見
を

持
っ
て
行
動
す
る
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
経
験
を
き
っ

か
け
と
し
て
他
に
も
い
ろ
ん
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
父
母
の
会
の
ご
支
援
に

よ
り
、
写
真
の
よ
う
な
キ
ャ
ン
パ
ス

（
エ
コ
）
バ
ッ
グ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
希
望
す
る
学
生
に
は
一
人

一
つ
に
限
り
無
料
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
教
科
書
・
ノ
ー
ト
な
ど

の
教
材
や
体
育
用
の
着
替
え
を
入
れ

る
の
に
便
利
な
も
の
で
す
。
希
望
す

る
学
生
は
学
務
課
窓
口
ま
で
お
出
で

下
さ
い
。

　前号でもお知らせしましたが、皆さんの父母で
組織している父母の会の補助により、学食の定食
メニューが豪華になりました。１食単価 1200 円
前後の食事が450円で食べられます。限定80食！
　「父母（ふぼ）」のゴロに合わせて、５月、７月、
11月、１月の各28日に年間４回実施されます。
　第１回及び第２回は、下記のメニューで実施さ
れ、それぞれ 80 食が完売しました。
　○第１回：５月28日（水）
　・ローストビーフ　・そら豆のサラダ
　・オニオンスープ　・ケーキ
　○第２回：７月28日（月）
　・うな丼　・牛ごぼうのキンピラ　・汁物
　・メロン
　第３回（11月 28 日（金））及び第４回（１月 28
日（水））のメニューは、その月の初めにホームペー
ジや掲示などでお知らせします。

　

本
学
で
は
、
本
年
度
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
別
表
の
と
お
り
実
施

し
ま
し
た
。
高
校
生
お
よ
び
既
卒
者
の

参
加
者
は
合
計
で
五
百
八
十
九
名
で
あ

り
、
わ
ず
か
と
は
い
え
前
年
度
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。最
近
の
傾
向
と
し
て
、

受
験
生
は
各
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
し
、
大
学
の
施
設
や
特
色

を
自
分
の
目
や
耳
で
確
認
し
、
志
望
校

を
決
め
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
本
学
で
も
こ
う
し
た
状
況
に
対
応

し
、教
職
員
だ
け
で
な
く
、在
学
生
（
学

生
指
導
員
）
や
卒
業
生
に
も
協
力
し
て

も
ら
い
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
内

容
の
充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
主
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
全
員
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

本
学
の
特
色
お
よ
び
入
試
の
説
明

二
、選
択
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
複
数
選
択
可
）

・ 

模
擬
授
業
体
験

・ 

学
内
見
学

・ 

卒
業
生
、
在
学
生
と
の
懇
談

・ 

個
別
相
談
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
就

職
、
奨
学
金
等
）

　

と
く
に
選
択
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
本

学
の
特
色
で
あ
る
「
少
人
数
教
育
」
に

基
づ
く
決
め
細
や
か
な
指
導
を
念
頭
に

置
き
、
教
職
員
や
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
、

参
加
者
一
人
ひ
と
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
心
が
け
対
応
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、「
教
職
員
や
学
生
ス
タ
ッ

フ
の
対
応
が
良
か
っ
た
」「
説
明
が
わ

か
り
や
す
か
っ
た
」「
活
気
が
あ
る
」

と
い
っ
た
好
意
的
な
意
見
・
感
想
が
多

く
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
雰

囲
気
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の
八
割
以

上
の
方
か
ら
「
大
変
良
い
」
も
し
く
は

「
良
い
」
と
い
う
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
改
善
を
求
め
る
意
見
も
あ

り
ま
す
の
で
、
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実

に
向
け
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
述
し
た
と
お
り
、
本
年
度

か
ら
は
学
生
指
導
員
に
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
高
校

生
や
保
護
者
の
方
に
直
接
話
し
か
け
た

り
、
質
問
に
答
え
る
と
い
う
経
験
は
、

学
生
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
も
の
で
あ

り
、
今
後
の
学
生
生
活
や
就
職
活
動
等

に
も
活
か
せ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
最
近
は
保
護
者
の
方
の
参

加
も
急
増
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
本
学

で
は
、
保
護
者
説
明
会
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
保
護
者
向
け
の
説
明
を
行
う
と

と
も
に
、
保
護
者
の
方
の
疑
問
や
質
問

に
個
別
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

受
験
生
の
志
望
校
を
決
定
す
る
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
。
本
学
の
特
色
や
魅
力
が
受
験

生
や
保
護
者
の
方
に
十
分
伝
わ
る
よ

う
、
そ
の
内
容
の
検
討
を
さ
ら
に
進
め

て
い
き
ま
す
。第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 合計

高校生・既卒者 81（52）117（153）160（180）142（115） 50（44） 39（41）589（585）

（ うち　 女 子 ） 15（14） 24（32） 24（17） 35（29） 12（8） 5（6）115（106）

保 護 者 10（ 9） 30（18） 26（11） 21（12） 5（3） 5（2） 97（ 55）

※　（　　）内は、昨年度の参加者数

平成20年度オープンキャンパス参加者
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収　入　の　部 支　出　の　部

科　　目
今年度
予算額

前年度
予算額 比較増減 科　　目

今年度
予算額

前年度
予算額 比較増減

会 費 収 入 21,400 22,240 △ 1,000 会 議 費 50 400 △ 350

受 取 利 息 15 7 8 会報・名簿発行費 1,000 1,000 0

雑 収 入 　0 0 0 地 域 活 動 費 600 700 △ 100

繰 越 金 3,764 5,664 △ 1,900 行 事 後 援 費 2,700 2,500 200

クラブ活動助成費 5,600 5,500 100

就 職 活 動 費 4,150 4,000 150

施設設備整備費 900 900 0

修 繕 費 300 300 0

慶 弔 費 250 300 △ 50

事 務 費 150 200 △ 50

消 耗 品 費 50 100 △ 50

通 信 費 500 600 △ 100

旅 費 交 通 費 100 250 △ 150

賃 金 謝 礼 費 300 100 200

雑 費 10 10 0

施設充実積立金 5,000 7,000 △ 2,000

予 備 費 3,519 4,211 △ 692

収入の部合計 25,179 28,071 △ 2,892 支出の部合計 25,179 28,071 △ 2,892

（１）一般会計予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

前年度末
定期預金残高

本 年 度 中 増 減 高 本年度末
定期預金残高一般会計より繰越 受取利息 支出額 計

33,871 5,000 50 0 5,050 38,921

（２）施設充実積立金会計（定期預金）　　　　　　　　　　単位：千円

　

こ
の
た
び
父
母
の
会
の
会
長
に
な
り

ま
し
た
澤
口
仁
と
申
し
ま
す
。
今
後
と

も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま

す
ま
す
ご
清
栄
の
事
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
父
母
の
会
の
活
動

に
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
衷

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も

千
葉
経
済
大
学
の
更
な
る
大
発
展
と
父

母
の
会
の
ま
す
ま
す
の
充
実
の
た
め
、

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
を
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

教
育
ほ
ど
尊
い
も
の
は
な
い
、
私
は

そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
大
学
卒
業

後
、
教
員
を
目
指
し
産
休
補
助
教
員
と

し
て
小
・
中
学
校
の
教
壇
に
立
た
せ
て

い
た
だ
き
教
員
採
用
試
験
に
も
合
格
し

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
縁
あ
っ
て
教

育
以
外
の
仕
事
に
就
い
て
い
ま
す
が
、

少
し
で
も
教
育
現
場
の
お
役
に
立
ち
た

い
と
子
ど
も
が
中
学
校
に
入
っ
た
時
か

ら
P
T
A
の
役
員
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
教
育
者
ジ
ョ
ン
・

デ
ュ
ー
イ
は
「
教
育
は
す
な
わ
ち
生
長

で
あ
る
。
教
育
が
な
け
れ
ば
生
長
は
な

い
。
教
育
が
進
歩
し
な
け
れ
ば
社
会
も

ま
た
進
歩
し
得
な
い
」
と
断
言
し
て
い

ま
す
。
教
育
が
進
歩
し
て
こ
そ
社
会
は

進
歩
す
る
と
の
趣
旨
で
し
ょ
う
。
彼
の

持
論
は
「
人
間
の
自
発
性
を
重
視
す
る

も
の
で
あ
る
。
彼
は
人
間
の
自
発
的
な

成
長
を
促
す
た
め
の
環
境
を
整
え
る
の

が
教
育
の
役
割
」
と
い
う
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
残
念
な
が
ら
自
発
と
は
正
反

対
に
「
指
示
待
ち
症
候
群
」
な
ど
と
い

う
言
葉
も
あ
り
、
若
者
の
自
主
性
が
乏

し
く
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
千
葉
経
済
大
学
で
は
先
生
方

が
学
生
の
一
人
ひ
と
り
を
よ
く
見
て
お

り
、
自
主
性
を
促
す
労
を
取
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。「
桜
梅
桃
李
（
お
う
ば
い
と
う

り
）」
の
言
葉
通
り
、
桜
に
は
桜
の
良

さ
が
あ
り
梅
に
は
梅
の
良
さ
が
あ
る
。

押
し
つ
け
で
は
な
く
先
生
や
学
生
か
ら

自
発
性
が
触
発
を
受
け
、
個
々
人
の
個

性
が
尊
重
さ
れ
成
長
出
来
る
こ
と
が
素

晴
ら
し
い
教
育
環
境
と
信
じ
ま
す
。

　

中
国
の
「
礼
記
」
に
は
「
教
学
相
長

ず
」
と
あ
り
ま
す
。
教
え
る
事
と
学
ぶ

事
の
相
乗
効
果
で
学
問
が
進
歩
す
る
と

い
う
一
節
で
す
。「
共
育（
共
に
育
つ
）」

と
の
言
葉
通
り
、
先
生
方
よ
り
学
問
を

教
わ
り
、
学
生
か
ら
も
今
の
時
代
を

知
り
、
共
に
学
ん
で
い
く
こ
と
が
出
来

る
関
係
を
持
て
る
の
が
千
葉
経
済
大
学

　

毎
年
お
預
か
り
し
て
い
る
父
母
の
会

会
費
は
、
大
学
の
会
計
と
は
別
に
父
母

の
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
学
務
課
が
管
理

し
、
そ
の
運
営
は
学
生
部
会
と
協
議
し

な
が
ら
、
学
生
が
快
適
な
学
園
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、
様
々
な
方
法
で
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
の
予
算
を
別
に
掲
載

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
予
算
の
割
り

振
り
を
見
ま
す
と
、「
施
設
充
実
積
立

金
」
及
び
「
予
備
費
」
を
除
い
た
予
算

全
体
の
比
率
は
別
表
の
よ
う
に
、「
ク

ラ
ブ
活
動
助
成
費
」、「
就
職
活
動
費
」、

「
行
事
後
援
費
」
の
上
位
三
項
目
で
合

計
七
十
四
・
七
％
と
、
年
間
予
算
の
大

半
を
占
め
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
概
ね

次
の
と
お
り
で
す
。

「
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
費
」

○
ク
ラ
ブ
活
動
用
ワ
ゴ
ン
車
リ
ー
ス
料

○
ワ
ゴ
ン
車
保
険
料

○
ク
ラ
ブ
活
動
用
備
品
消
耗
品
の
助
成

「
就
職
活
動
費
」

○
就
職
情
報
交
換
会
の
開
催

○
学
内
会
社
説
明
会
の
開
催

○
各
種
受
験
対
策
講
座
講
師
派
遣
料

○
各
種
模
擬
試
験
受
験
料

「
行
事
後
援
費
」

○
新
入
生
歓
迎
会
経
費
支
援

○
卒
業
謝
恩
会
経
費
支
援

○
ス
ポ
ー
ツ
大
会
経
費
支
援

○
大
学
祭
経
費
支
援

○
交
通
安
全
講
習
会
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
講
習
会
の
実
施

○
学
友
会
主
催
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
の
補
助

な
ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
年
二
回
発
行
さ
れ
る
大
学

新
聞
の
印
刷
及
び
父
母
向
け
に
発
行
さ

れ
る
大
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
印
刷
に

支
出
さ
れ
る
「
会
報
・
名
簿
発
行
費
」、

比
較
的
小
幅
な
キ
ャ
ン
パ
ス
維
持
の
た

め
に
支
出
さ
れ
る
「
施
設
設
備
整
備

費
」、
年
二
回
実
施
さ
れ
る
教
員
と
父

母
と
の
地
域
懇
談
会
及
び
懇
親
会
に
支

出
さ
れ
る
「
地
域
活
動
費
」
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
施
設
充
実
積
立
金
」
は
、

大
学
創
立
の
節
目
の
年
（
二
十
周
年
、

二
十
五
周
年
等
）
に
、
大
学
の
記
念
行

事
と
連
動
し
て
、
比
較
的
大
規
模
な

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
た
め
に
定
期
預
金

と
し
て
積
み
立
て
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
積
立
金
を
取
り
崩
す
と
き
は
理
事

会
に
諮
り
、
定
期
総
会
に
報
告
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
父
母
の
会
で
は
学

生
が
快
適
な
学
生
生
活
を
過
ご
せ
る
よ

う
、
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

九
月
二
〇
日
（
土
）、
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
父
母
の
会
主
催
の
地
域
懇

談
会
が
本
学
で
開
催
さ
れ
、
父
母
の
会

か
ら
、
澤
口
会
長
と
椎
名
副
会
長
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
、
夏
季
休
暇
中
に
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
後
期
授
業
の
開

始
後
に
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
千
葉

出
身
学
生
の
増
加
に
と
も
な
い
千
葉
（
本

学
）
会
場
の
み
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

例
年
よ
り
遅
い
開
催
と
は
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
で
十
九
年
目
を
迎
え
、
昨
年

に
も
増
し
て
、
一
年
生
の
参
加
ご
父
母

が
増
加
し
、
本
学
の
教
育
設
備
を
見
て

も
ら
う
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
懇
談
会
は
、
日
頃
大
学
に
来
ら

れ
な
い
ご
父
母
の
方
々
相
互
の
親
睦
を

深
め
る
と
と
も
に
、
学
生
が
通
っ
て
い

る
大
学
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
設

け
る
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

父
母
の
方
々
に
直
接
お
会
い
す
る
こ
の

機
会
を
と
ら
え
て
、
ご
父
母
と
教
員
の

個
別
面
談
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
大

学
の
近
況
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

個
別
面
談
で
は
、
七
月
に
実
施
さ
れ

た
前
期
定
期
試
験
の
結
果
を
も
と
に
、

成
績
表
の
見
方
や
単
位
取
得
の
状
況
が

説
明
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
卒
業
す
る

た
め
に
必
要
な
単
位
の
修
得
な
ど
、
今

後
の
勉
学
状
況
は
も
と
よ
り
、
ク
ラ
ブ

活
動
や
就
職
活
動
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
学

生
生
活
全
般
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ

て
い
ま
す
。
ご
父
母
に
と
っ
て
は
、
学

生
の
大
学
で
の
勉
強
や
学
生
生
活
な
ど

の
取
り
組
み
が
よ
く
分
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
教
員
に
と
り
ま
し
て
も
個
々
の
学

生
の
家
庭
で
の
状
況
が
つ
か
め
、
今
後

の
学
生
指
導
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
金
融
や
経
済
に
関
す
る
状
況

を
見
聞
き
す
る
に
つ
け
、
三
・
四
年
生
の

ご
父
母
は
も
と
よ
り
、
学
生
が
親
元
を

離
れ
て
生
活
し
て
い
る
ご
父
母
に
と
っ

て
も
、
わ
が
子
の
就
職
活
動
は
大
変
気

懸
か
り
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
学
生
の
中
に
は
、
大
学
卒
業
後
、

正
社
員
で
は
な
く
フ
リ
ー
タ
ー
や
、
時

に
は
、
進
学
も
就
職
も
し
な
い
ニ
ー
ト

と
な
る
者
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
本
学

で
は
、
就
職
希
望
の
学
生
に
対
し
て
就

職
支
援
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
ゼ
ミ

担
当
教
員
が
勉
学
の
指
導
は
も
と
よ

り
、
進
路
・
就
職
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
動

機
づ
け
を
与
え
る
な
ど
、
全
学
的
な
進

路
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
懇
談
会
で
は
、
ゼ
ミ
の
担
当
教

員
が
面
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
家
庭
で

の
親
子
の
会
話
の
き
っ
か
け
と
し
て
、

こ
の
個
別
面
談
を
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
良
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

ご
父
母
の
皆
様
か
ら
大
学
へ
の
ご
要
望

も
こ
の
懇
談
会
の
折
に
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
ご
父
母
と
大
学
の
意
思
疎
通

の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
同
窓
会
定
期
総
会
・
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
で
楽
し
い
一
時
を
■

　

平
成
二
十
年
七
月
二
十
六
日
（
土
）、

同
窓
会
定
期
総
会
・
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

が
、
千
葉
市
内
の
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
事
務
局
が
毎
年
気
が
か
り
な

今
年
度
の
出
席
者
は
、
本
学
関
係
者
を

含
み
四
十
七
名
、
昨
年
度
と
同
規
模
な

パ
ー
テ
ィ
ー
で
し
た
。
し
か
し
、
パ
ー

テ
ィ
ー
の
盛
り
上
が
り
は
、
は
る
か
に

昨
年
度
を
超
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
出
席
さ
れ
た
方
々
は
、「
友

人
同
士
で
の
参
加
」「
同
窓
生
同
士
が

結
婚
し
、ご
夫
婦
揃
っ
て
の
参
加
」「
お

子
様
連
れ
で
の
参
加
」
と
多
岐
に
渡
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
か
総
会
・
懇

親
パ
ー
テ
ィ
ー
は
と
て
も
和
や
か
で

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
進
ん
で
い

き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、「
平
成
十
九
年
度
決
算
」

「
平
成
二
十
年
度
予
算
」「
役
員
の
選
任
」

「
各
種
補
助
金
」
な
ど
に
つ
い
て
審
議
・

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
鑰
山
同
窓

会
顧
問
か
ら
の
挨
拶
を
は
じ
め
、
鈴
木

学
部
長
に
よ
る
今
後
の
大
学
ビ
ジ
ョ
ン

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
大
学
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
、
同
窓
生
が
皆
、
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
同
席
し
た
在
学
生
か

ら
は
、
学
友
会
活
動
や
大
学
祭
に
お
け

る
準
備
の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ
、
さ

ら
に
、
同
窓
会
よ
り
援
助
金
の
支
給

を
受
け
た
課
外
活
動
団
体
の
学
生
か
ら

は
、
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
状
況
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
の
発
展
や
、
在

学
生
の
活
躍
ぶ
り
に
同
窓
生
は
喜
び
の

笑
み
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
が
始
ま
り
、
盛
り
上
が

り
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
段
階
で
、
同
窓

会
の
名
物
と
な
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
女
性
の

マ
ジ
シ
ャ
ン
「
魔
ほ
う
の
愛
華
」
さ
ん

に
登
場
い
た
だ
き
、
数
々
の
マ
ジ
ッ
ク

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

閉
会
後
も
名
残
惜
し
い
せ
い
か
、
な

か
な
か
会
場
を
後
に
で
き
な
い
グ
ル
ー

プ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
お
そ
ら

く
二
次
会
、
三
次
会
が
行
な
わ
れ
、
夜

遅
く
ま
で
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
今
後
も
引
き
続

き
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
も
、
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
と

お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

出
席
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
同
窓
会
定
期
総
会
で
の

議
決
事
項
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

第
一
号
議
案

　

平
成
十
九
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

①
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

　

②
卒
業
謝
恩
会
の
開
催

　

③
ク
ラ
ブ
・
大
学
祭
等
へ
の
援
助

　

④
会
員
へ
の
大
学
新
聞
等
の
送
付

　

以
上
が
本
学
同
窓
会
の
主
な
事
業

内
容
で
、
こ
れ
ら
を
卒
業
生
よ
り

三
〇
、
〇
〇
〇
円
の
終
身
会
費
を
い

た
だ
き
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
九
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、

　

〈
収
入
の
部
〉 

　
　

二
八
、四
二
三
、〇
三
九
円

　

〈
支
出
の
部
〉

　
　

二
〇
、九
七
九
、〇
二
八
円

　

〈
次
年
度
繰
越
金
〉

　
　
　

七
、四
四
四
、〇
一
一
円

　

以
上
を
説
明
・
報
告
の
の
ち
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

　

平
成
二
十
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

前
述
の
①
〜
④
の
事
業
内
容
を
中
心

に
例
年
ど
お
り
の
運
営
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。
詳
細
な
予
算
案
に
つ
き
ま

し
て
は
、異
議
無
く
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案

　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

今
年
三
月
に
卒
業
し
た
第
十
七
期
生

か
ら
五
名
の
新
役
員
を
迎
え
、
役
員
は

総
勢
で
八
十
名
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

新
役
員
よ
り
芝
入 

和
敏
さ
ん
を
副
会

長
と
し
て
推
薦
し
、
賛
否
を
は
か
っ
た

と
こ
ろ
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
号
議
案

　

そ
の
他

　

平
成
二
十
年
度
よ
り
、
ク
ラ
ブ
・
ゼ

ミ
合
宿
補
助
金
を
一
人
に
つ
き
一
泊

二
、
〇
〇
〇
円
に
増
額
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

ご
存
知
で
し
た
か
？

◇
同
窓
会
定
期
総
会
は
毎
年
七
月
最
終

土
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
会
費
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
ご
夫
婦
、
ご
家
族
、
お
子
様
連
れ
の

出
席
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
定
期
総
会
は
懇
親
会
パ
ー

テ
ィ
ー
で
す

　

「
定
期
総
会
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く

と
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
同
窓
会
事
務
局
よ
り
、
同
窓
会
に

お
け
る
一
年
間
の
会
計
報
告
・
活
動
報

告
を
少
し
聞
く
だ
け
で
す
。

　

あ
と
は
、
お
い
し
い
料
理
を
食
べ
な

が
ら
、
同
窓
生
と
本
学
教
職
員
、
在
学

生
が
語
り
合
う
「
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
」

が
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

在
学
生
か
ら
は
、
学
友
会
執
行
部
、

大
学
祭
実
行
委
員
会
、
各
課
外
活
動
団

体
な
ど
の
学
生
が
母
校
の
様
子
を
皆
さ

ん
に
報
告
し
に
来
て
い
ま
す
。

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
父
母
の
会
と
し

て
も
「
教
学
相
長
ず
」
の
た
め
に
微
力

な
が
ら
、
地
域
教
育
・
家
庭
教
育
に
も

力
を
入
れ
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
た
め
大

学
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
い
く
所
存
で

す
の
で
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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平
成
二
十
年
十
月
二
十
六
日
（
日
）

十
九
時
三
十
分
に
、
学
生
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
後
夜
祭
が
終
了
し
ま
し
た
。
そ

の
瞬
間
、
私
た
ち
千
葉
経
済
大
生
の
大

学
祭
は
参
加
団
体
の
方
々
の
大
き
な
拍

手
に
よ
り
、
盛
大
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し

た
。

　

思
え
ば
、
五
月
上
旬
に
立
ち
上
げ
た

大
学
祭
実
行
委
員
会
で
し
た
が
、
大
学
祭

当
日
を
迎
え
る
ま
で
様
々
な
問
題
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
ず
、
ク
ラ
ブ
の
方
々
へ
参

加
を
呼
び
か
け
、
諸
所
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
意
思
が
伝
わ
ら
ず
悩

ん
だ
時
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
と

比
べ
て
実
行
委
員
会
の
人
数
が
少
な
く
、

思
う
よ
う
に
作
業
が
出
来
な
い
時
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
頭
に
浮
か
ん
で
く
る

の
は
、
大
学
祭
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「R
eson

an
ce

」
で
し
た
。R

eson
an
ce

と
は
共
鳴
の
意
味
を
持
ち
ま
す
。
人
に

説
明
す
る
際
に
は
誠
意
を
も
っ
て
話
を

伝
え
、
ま
た
、
常
に
周
り
の
メ
ン
バ
ー

と
協
力
す
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
動

い
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
迎
え
た
一
日
目
。
前
日
準

備
の
段
階
で
雨
が
降
っ
て
お
り
、
ス

テ
ー
ジ
音
響
が
出
来
て
お
ら
ず
、
当
日

の
朝
に
準
備
す
る
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
皆
で
力
を

合
わ
せ
て
作
業
を
し
、
無
事
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
一
日
目
で
し
た
が
、
そ
の

後
は
何
も
問
題
な
く
閉
園
さ
せ
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
二
日
目
。
こ
の
日
の
天
候
は

若
干
小
雨
と
、
不
安
な
状
態
が
続
い
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
徐
々
に
雲
り
と

な
り
、
ほ
ぼ
全
て
の
企
画
を
ス
テ
ー
ジ

で
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

毎
年
、大
学
祭
撤
収
時
に
お
い
て
は
、

作
業
が
終
わ
ら
ず
、
実
行
委
員
会
が
後

夜
祭
に
参
加
出
来
な
い
と
い
っ
た
問
題

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
私
た
ち
実

行
委
員
会
の
友
人
や
卒
業
生
の
お
力
添

え
も
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
撤
収
を
終
わ

ら
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
大
学
祭
最
後
の
イ
ベ

ン
ト「
後
夜
祭
」。一
時
間
三
十
分
の
間
、

無
事
に
企
画
を
進
め
ら
れ
、
終
了
時
刻

に
達
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
、
ふ
と
脳
裏
にR

eso
n
a
n
ce

の
言

葉
が
浮
か
び
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

全
て
の
方
々
へ
御
礼
を
伝
え
た
い
と
考

え
ま
し
た
。

　

「
実
行
委
員
会
整
列
」
の
掛
け
声
に
、

学
生
ホ
ー
ル
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
前
に
集

ま
る
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
。
一
同
に

整
列
を
し
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。
す
る

と
、
そ
れ
ま
で
各
ク
ラ
ブ
や
友
人
た
ち

と
の
談
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
参
加

者
か
ら
、
大
き
な
拍
手
を
も
ら
い
「
お

疲
れ
様
で
し
た
」
の
返
事
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。
半
年
間
、
大
学
祭
運
営
の
活

　

八
月
十
七
日
（
日
）、
本
学
学
生
指

導
員
十
一
名
が
、
千
葉
市
主
催
の
親
子

三
代
夏
祭
り
で
、「
ご
み
分
別
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
」
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
本

学
と
し
て
本
格
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
ん
だ
最
初
の
試
み
で

し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
学

生
全
員
が
、
来
場
者
か
ら
温
か
な
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
の
嬉
し
さ

や
、
大
学
の
看
板
を
背
負
っ
て
地
域
に

貢
献
し
て
い
る
と
い
う
満
足
感
、
そ
し

て
何
よ
り
学
生
指
導
員
同
士
の
結
束
が

強
ま
っ
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
後
の

学
生
の
評
価
は
、
想
像
以
上
に
高
く
、

こ
こ
ま
で
学
生
間
の
結
束
を
生
み
出
す

と
い
う
効
果
が
あ
る
の
か
と
の
印
象
を

強
く
抱
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
大
学
と
し
て
多
く
の
学
生

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
さ
せ
、

何
か
を
掴
ん
で
き
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　（
参
加
し
た
学
生
指
導
員
か
ら
の
報
告
）

　
　

経
営
学
科
三
年　

山
田　

祐
一

　

今
回
、
私
が
親
子
三
代
夏
祭
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
理
由

は
、
ま
ず
一
つ
目
に
、
大
学
生
活
の
長

い
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
何
か
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
か
っ
た
こ
と
、

二
つ
目
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
今

ま
で
に
体
験
す
る
こ
と
が
な
く
、
こ
の

機
会
に
参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

親
子
三
代
夏
祭
り
で
の
活
動
は
、
学

生
指
導
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
各
ゴ
ミ
置
場

に
立
ち
、
お
祭
り
の
来
場
者
が
ゴ
ミ
を

捨
て
る
際
に
、
可
燃
ゴ
ミ
、
カ
ン
・
び

ん
、
割
り
ば
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
本

体
と
キ
ャ
ッ
プ
を
分
別
し
て
、
ゴ
ミ
を

捨
て
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
声
を
掛
け

る
と
い
う
も
の
が
主
な
仕
事
で
し
た
。

　

私
が
担
当
し
た
ゴ
ミ
置
場
は
人
の
流

れ
が
多
く
、
時
に
ゴ
ミ
置
場
が
混
雑
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
来
場
者
の

ほ
と
ん
ど
の
方
が
、
ゴ
ミ
箱
を
見
渡
し

て
、
分
別
に
協
力
し
て
頂
き
、
し
っ
か

り
ゴ
ミ
が
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
来
場

者
の
人
の
な
か
に
は
、
一
度
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
ま
と
め
た
ゴ
ミ
を
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

か
ら
ゴ
ミ
を
出
し
て
、
使
用
し
た
割
り

ば
し
と
、
可
燃
ゴ
ミ
を
分
け
て
ゴ
ミ
を

捨
て
て
く
だ
さ
る
方
も
い
た
の
で
、
個

人
的
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
な
か

で
得
ら
れ
た
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、
私

た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
、

来
場
者
に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
て

頂
い
た
こ
と
で
す
。
分
別
を
し
て
い
る

と
き
、
来
場
者
の
何
人
か
の
人
に
、「
ご

苦
労
様
」「
が
ん
ば
っ
て
ね
」
と
い
っ

た
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
出
店
の
商
品
を
売
る
、

　

本
学
図
書
館
で
は
学
生
・
教
職
員
と

市
民
の
方
々
を
対
象
に
講
演
会
を
毎
年

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
第
二

回
目
に
な
り
ま
す
が
、
左
記
の
と
お
り

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
講
師　

村
山
吉
廣
氏

　
　

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

二
、
演
題　

孔
子
の
人
間
学

―

『
論
語
』の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て―

三
、
日
時　

　
　

平
成
二
十
年
十
二
月
六
日
㈯

　
　

午
後
一
時
〜
午
後
二
時
三
十
分

四
、
会
場　

千
葉
経
済
大
学

　
　

二
号
館
二
〇
一
教
室

　

昨
年
度
か
ら
、
本
学
園
の
「
片
手
に

論
語
、
片
手
に
算
盤
」
と
い
う
建
学
の

精
神
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
著
名
な
専
門
家
に
講
演
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
中

国
文
学
者
の
守
屋
洋
先
生
に
「
中
国
古

典
に
学
ぶ―

「
論
語
」
と
「
孫
子
」―

」

と
題
し
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
守
屋
先
生
は
、
論
語
に
含
ま
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
（
徳
、
仁
、
智
な
ど
）
や

孫
子
の
箴
言
（「
戦
わ
ず
し
て
勝
つ
」

な
ど
）
を
通
じ
て
、
自
分
を
磨
く
た
め

の
人
生
の
指
針
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

動
を
し
て
い
た
事
が
認
め
ら
れ
、
感
極

ま
る
瞬
間
が
訪
れ
た
の
で
す
。

　

大
学
祭
と
は
、
出
会
い
の
場
で
す
。

と
、
同
時
に
多
く
の
事
を
学
ぶ
場
で
も

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
実
行
委
員
会
が
学

ん
だ
こ
と
は
、
協
力
と
は
力
添
え
を
す

れ
ば
協
力
と
言
え
る
と
、
共
鳴
と
は
力

添
え
だ
け
で
な
く
、
そ
の
想
い
も
同
一

の
も
の
と
な
る
と
言
う
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
社
会
に
出
た

後
で
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
最
も
重

要
な
事
柄
の
一
つ
で
あ
る
と
私
は
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
第
二
十
一
回
千
葉
経
済
大

学
祭
に
ご
協
力
し
て
下
さ
っ
た
皆
様

へ
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

買
う
と
い
っ
た
、
直
接
利
害
関
係
で
な

く
て
も
、
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
い
た

だ
け
る
事
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
ア

ル
バ
イ
ト
と
は
違
い
、
契
約
を
す
る
の

で
は
な
く
、
自
分
か
ら
自
主
的
に
取
り

組
む
と
い
う
こ
と
や
、
労
働
の
対
価
と

し
て
給
与
を
も
ら
う
こ
と
な
く
、
真
面

目
に
取
り
組
み
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る

充
実
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

率
直
な
感
想
は
、
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
一
番
印
象
に
残
っ

た
こ
と
は
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
が
し
っ

か
り
分
別
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
そ
の

光
景
を
見
て
私
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。　

　

子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
父
親
に
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
ゴ
ミ
を
分
別
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
子
ど
も
は
何
も
思
わ

ず
言
わ
れ
た
と
お
り
に
分
別
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
子
た
ち
は
、
父
親
の

言
う
こ
と
を
聞
い
て
行
動
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
自
分
で
考
え
て
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
分
別
を
な
ぜ
す

る
の
か
と
い
う
理
解
や
、
今
回
の
私
の

よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
人
に
対
し
て
、
関
心
を
持
っ
て
欲
し

い
し
、
私
自
身
が
子
ど
も
た
ち
に
何
か

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う

し
、
子
ど
も
た
ち
の
手
本
に
な
れ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
第
一
回
目
は
七
月
に
国
学
院

大
学
教
授
の
石
本
道
明
先
生
に
「
經
世

濟
民
の
『
論
語
』―

素
行
・
仁
齋
・
澁

澤
榮
一
の
目
を
通
し
て―

」
と
い
う
演

題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
論
語
」
が
日
本
で
ど

う
読
ま
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
山
鹿

素
行
、
伊
藤
仁
斎
、
渋
沢
栄
一
の
考
え

方
を
通
し
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
素
行
や
仁
斎
は
、
誰
も
が
特
に

村
山　

吉
廣
氏

石本　道明 氏講演風景

修
行
し
な
く
て
も
日
常
の
生
活
の
な
か

で
実
行
で
き
る
こ
と
こ
そ
が
本
当
に
大

事
な
こ
と
で
あ
り
、
才
能
や
知
識
を
優

先
せ
ず
人
が
ど
う
生
き
て
い
る
か
、
他

の
人
に
何
を
与
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と

が
重
要
だ
と
説
い
て
い
ま
す
。
渋
沢
栄

一
は
、
正
し
い
方
法
を
と
ら
な
い
で
得

た
富
や
地
位
は
長
続
き
し
な
い
と
い

い
、
生
き
方
・
考
え
方
の
根
本
と
し
て

論
語
を
置
い
て
い
ま
す
。
講
演
の
最
後

に
は
参
加
者
全
員
で
論
語
の
素
読
を
行

い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
終
了
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
講
師
、村
山
吉
廣
先
生
は『
詩

経
の
鑑
賞
』『
論
語
名
言
集
』 

な
ど
数

多
く
の
著
作
が
あ
り
、
早
稲
田
大
学
を

始
め
各
所
で
公
開
講
座
も
精
力
的
に
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
中
国
古
典
へ
の
新

た
な
入
り
口
を
見
つ
け
る
ひ
と
つ
の
機

会
と
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主　　催：千葉経済大学地域総合研究所

後　　援：千葉県教育委員会・千葉市教育委員会

演　　題：「現代の食料問題　―安心・安全・安定の視点から―」

　　　　　　グローバル化とともに、食料問題は新しい段階を迎えています。

　私たちが、安全で安心な食べ物を安定して手にするためには、どのようなことが

必要なのか。新しい見方、考え方を提起します。

講　　師：中嶋　博康氏

　　　　　東京大学大学院農学生命科学研究科　准教授

主な著書等：『農業問題の経済分析』『食の安全と安心の経済学』『食品安全問題の

経済分析』

日　　時：平成 20 年 12 月７日（日）　13：00 〜 15：00

場　　所：京葉銀行文化プラザ（元千葉市文化交流プラザ）

　　　　　千葉市中央区富士見１ー３ー２　JR千葉駅東口より徒歩３分

定　　員：200 名

受 講 料：無料

申込期間：平成 20 年 11 月１日（土）〜 12 月４日（木）

申込方法：往復ハガキまたはメールで①郵便番号、②住所、③氏名（ﾌﾘｶﾞﾅ）、④年齢、⑤性別、

　　　　　⑥職業、⑦電話番号をご記入のうえ、お申込下さい。

申 込 先：千葉経済大学公開講演会係

　　　　　〒 263-0021　千葉市稲毛区轟町３ー59ー５

　　　　　電子メール　gakumu-8@cku.ac.jp

問 合 先：千葉経済大学　学務課　TEL　043（253）9111

論

語

孫

子


